
調　査　の　様　子

　大野城市の牛頸を中心にして形成

されている窯跡群の中で、ハセムシ

窯跡群（平野中学校の南）というグ

ループがあります。団地になる計画

があったため、発掘調査をしました。

その中でも№１２地点とした所からは

１０基の窯跡が見つかり、たくさんの

須恵器が出土しました。そして、驚

いたことには、須恵器の 甕 の口のと
かめ

ころに漢字がほられていたのです。

和銅６年（西暦７１３年）に 筑  前  国 
ちく ぜんの くに

（今の福岡県北西部）に住む人が、

税の一つの「 調 」として甕を納めた
ちょう

という内容でした。
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　５号窯跡

　№１２地点で見つかった１０基の窯跡の中で

５号窯跡と９号窯跡は大きなもので、小さ

な食器類と共に大きな甕を焼いていました。

天井は 崩 れてしまってなくなっていました
くず

が、床や壁の下部が残っていました。何回

窯を造り直したかを調べるため、十字に小

さな溝を掘って観察しました。

　１号窯跡

　１号窯跡は長さが３ｍほどの小型の窯跡

で、食器類（ 坏  身 、 坏  蓋 など）を焼いてい
つき み つき ぶた

たものです。中から左図のように多くの須

恵器が見つかりました。並べているような

ものもありました。完成品として使えるの

に、どうして置いたままにしていたので

しょう。

　出土品

　窯跡が１０基もあったため大変多くの須恵器が出土しました。中でも注目されるのは漢字の刻まれ

た甕の破片です。筑前国手東里に住む 大  神  君 ら３人が調（税の一種）として大甕を和銅６年に納
おお みわの きみ

めますという内容です。書く内容、あるいは書く順番など古代の書物に出てくるものとよく似てい

ます。大変貴重な発見でした。それでも手東里という地名が現在のどこに当るのかまだよくわかっ

ていません。皆さんはどこだと思われますか。

５　号　窯　跡

１　号　窯　跡


